
研究テーマ

検疫対象病害における
感染生理機構の解析

各種顕微鏡による
病原体微細構造の解析

薬剤耐性遺伝子の
非同義置換性SNP解析

DNA塩基配列に基づく
遺伝子診断技術の開発

- 微生物の感染が原因となる植物病害の発生生態学
- 遺伝子診断法による種苗や土壌の評価
- 微生物生態系における社会性と進化
- 病原菌の伝来起源に関する集団遺伝学解析
- 農業生態系の変化に対する病原菌の適応進化

栽培環境の可視的診断

難培養性微生物における
生態学的特性の解析

微生物コミュニティーによる
植物機能亢進作用の解析

圃場から分子レベルを対象に

幅広い研究技術を利用し

植物の感染症を防ぐ!

微生物の自己/非自己
認識機構の解析

STAFF
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圃場から分子レベルを対象とする幅広い研究技術を利用した植物保護
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